
第４回庄内町学校適正規模・適正配置審議会会議録 

 

 

１ 会議日程   令和４年１０月２８日（金） 

開会   午後６時３０分 

閉会   午後７時５９分 

 

２ 会議場所   庄内町役場 Ｂ棟 大会議室 

 

３ 内  容 

１ 開  会 

２ 会長挨拶 

３ 教育長挨拶 

４ 前回の協議内容について 

５ 協   議 

 （１）学校適正規模・適正配置に関するアンケート調査の結果について 

 （２）今後のスケジュールについて 

 （３）その他 

６ そ の 他 

７ 閉  会    

 

４ 出席者    

            

 

 

５ 欠席者        佐藤浩紀  門脇 伸  佐藤義徳  佐藤 一  三浦志保  菅野由香里 

 

６ 町教育委員会出席者 

教育長               佐藤真哉 

教育委員              梅木 均 

教育委員              太田ひとみ 

教育委員              齊藤雅子 

教育委員              飯渕義晃 

教育課長              佐藤秀樹 

指導主事              齋藤希望 

指導主事              富山裕二 

教育課主査兼学校教育係長      渡部恵子 

教育課主査兼教育施設係長      日下部洋一 

教育課長補佐兼教育総務係長     佐藤正芳 

菅原弘昭 佐藤 彰 河村竹宏 齋藤 透 門脇良至 

丸屋恭子 後藤克人 佐藤一典 齋藤慎一郎 富樫豊一 

齋藤裕子     
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開 会 （午後6時30分） 

課長補佐兼教育総務係長 第4回庄内町学校適正規模・適正配置審議会を開会いたします。 

次第に沿って進めさせていただきます。２ 会長挨拶お願いします。 

会長 5月20日以来の審議会となります。この間、学校適正規模・適正配置アンケー

トが実施され、今回その結果がまとめられました。膨大なデータであることか

ら全てに目を通すことは出来なかったかもしれませんが、私は、特に自由記述

の欄に数字には表れてこない住民の方々や先生方のさまざまな思いや、願いが

具体的に記載されていて、将来を担う子ども達への期待の大きさを改めて感じ

たところです。本日は、事務局よりアンケート結果の説明を受け、その後委員

の皆様の現時点での感想、ご意見をいただければありがたいと思っております。 

本日はよろしくお願いいたします。 

課長補佐兼教育総務係長 続いて、教育長挨拶お願いします。 

教育長 今日は、６月・７月に行ったアンケート調査の結果について協議していただく

こととしております。町民、保護者、教員の皆様から真剣に回答していただき

ました。様々な視点での思いがつづられていました。データ上の数値と各々の

思いを今日は皆様と共有しながら話し合いをお願いしたいと思います。アンケ

ート結果については、庄内町のホームページ、広報しょうないで公表する予定

となっております。この審議会の基本方針は、“20～30 年後を見据えて、より

良い学び(学校生活)ができる持続可能な学習環境をつくる”ことにあります。

学校施設の老朽化により早期に建替えが迫られている状況であります。また、

児童生徒数の減少は、出生数でみると令和 4年の庄内町の全体の 1年生は 128

名、令和3年の出生数は96名、令和4年度4月から9月までの上半期の出生数

は44名と減少してきております。また、令和6年4月に開校する庄内中高一貫

校の致道館中学校に進学する児童もいることも考えられ、さらに減少すること

も考えられます。これからが審議会の本番に入っていくことになります。各委

員が各機関、そして町民の代表として丁寧に、しっかりと審議できることを切

に願いあいさつとします。どうかよろしくお願いいたします。 

課長補佐兼教育総務係長 ４ 前回の協議内容については、第 3回の審議会の会議録を添付させていただ

きました。この会議録で、修正、意見等があればお伺いします。 

課長補佐兼教育総務係長 意見等なければ、この会議録について承認いただいたということでよろしいで

しょうか。 

委員 「はい」の声あり 

課長補佐兼教育総務係長 承認いただいたということで、この会議録は町ホームページに掲載し公表する

こととなります。 

５協議に入る前に委員の出席状況について報告です。本日は１１名の出席とな

っており委員の過半数を超えておりますので審議会が成立していることを報告

いたします。協議に入りますが、ここからは会長より進めていただきます。 

会長 それでは協議次第に沿って進めさせていただきます。（１）学校適正規模・適正

配置に関するアンケート調査の結果について 事務局の説明を求めます。 

課長補佐兼教育総務係長 （資料により説明する。） 

会長 ここまでの説明にご質問ありますか。 

委員 P63 教員へのアンケートの中で「ゆとりある広さの教室環境」を望むとなって

いるが、現状ではゆとりは無いんだと思っている先生方が多いと捉えられる。 

「多様な学びができる校舎設備」の「多様な」とはどのようなことが考えられ

るのか。 
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教育課長 一点目については、庄内町の小学校校舎は建設してからかなりの年数が経って

いる。当時は、机も小さかったり、教科書も小さかった。最近は、それが大き

くなってきていて教室が狭く感じるような状況になってきている。このような

こととでアンケートで選択されたのではないかと思っている。 

二点目については、昔の学校ですので、ゆとりある学校のつくりになっていな

い。ということで色んな活動ができないということで選択されたのではないと

と思っている。 

会長 後藤委員。現場から声ということでお願いしてよろしいですか。 

（後藤）委員 「ゆとりある広さの教室環境」については30人以上の学級が多いことから、こ

れに対応した広い教室がほしいということから選択されたのではないのかなと

思っている。 

会長 他に質問ありますか。 

会長 これから何回か審議会が開催されますので、その都度質問があれば事務局に問

い合わせしていただくということにして、ここからは、現時点でのご感想なり

のご発言をお願いします。 

委員 複数クラスを望んでいる方が多いという傾向にある。結果的には、町民からす

れば複数クラスで生徒数が多いところで、触れ合って、学べる環境であれば一

番いいと思っている方が多いのかなと、私自身もそう感じた。このアンケート

は良いデータがとれたと思った。これを元に、どのようにしていくのかが課題

と感じた。 

会長 他にお願いします。 

委員 今、修理が必要な箇所があれば、５年後に全面改修するから、というようなこ

とで後回しにせず、その都度、必要な修繕は行ってほしい。 

会長 これからの改修もあるんだけども、今現在学んでいる子ども達に対しても配慮

をお願いしたいとのことでした。他にありますか。 

委員 20代とかの若い世代が「学校数を減らす」という選択が多かった。自由記述を

読んで、地域意識が強く、そのあたりについて今後どのように議論していくの

か不安なところがある。次の回からは具体的な議論に入って行くと思ってよい

のか。 

会長 今回以降、主に次回の審議会の持ち方について、説明をお願いします。 

教育課長 次回以降から具体的な意見交換に入りたいと考えている。グループ分けして、

堅苦しいないようなグループワークのようなかたちで開催したいと考えてい

る。必要であれば、その後の審議会でもグループワーク形式での開催もあると

考えている。 

会長 次回は、小グループで意見を出し合う場にしたいとのことです。今日は、資料

を見た限りでの意見を出していただきたい。 

委員 適正規模・適正配置については、いろんな所で議論になってきており、ついに

庄内町での現状がわかったというところで、この町の為に何を第一に考えなけ

ればならないのか、保護者の思い、地域住民の思い、様々な意見がアンケート

にあった。このアンケートを広く町民の方々に知っていただき、さらに意見を

いただき適正規模適正配置の議論が深まればと思っている。 

委員 地域を軸とした教育活動が庄内町の魅力であると思っている。財政的なことが

無ければ、それぞれの学区で子供たちを中心に地域も盛り上がってほしいと願

っている。アンケートの結果を見て時代を感じた。交流が無ければ人間力にも

繋がっていかない。地域の方々の断腸な思いも含めてこのアンケートには、し
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っかりとした未来への道筋が見えているなと思った。 

委員 町民アンケートの回答率が31.8％と低いことが残念であった。保護者と教員で

は考え方が違うんだなと思った。 

委員 学校は近くにほしいが、子どもが少なく、施設が老朽化してきているところで、

落としどころをどういうふうにしていかなければならないかなとアンケート結

果を見ていた。 

委員 数年後に学校に通わせる方々の意見がもう少し知りたいと思った。 

委員 小学校、中学校で複数の学級で学べたらいいという思いがあるんだなと感じた。

幼稚園においても子供が減ってきて単学級が多くなってきている。これを踏ま

えながら小学校、中学校をどのようにしていかなければならないと思った。 

委員 アンケートで立川地域の人達がどうしても小学校を残してほしいとの意見が多

いのかなと思っていたが、むしろ立川地域の人達が合併しても良いようなアン

ケートの結果であった。適正な人数での学習環境を望んでいる方が多く、庄内

町としてトータルで考えて行くべきものだと思う。今の出生数から見れば中学

校一つ、小学校二つが良いのではないかと思っているところです。 

会長 他に質問等が無ければ（２）今後のスケジュールについて 事務局より説明を

お願いします。 

教育課長 （資料に基づき説明する。） 

会長 質問等ありますか。 

来年度の７月頃に基本方針案をとりまとめて、そのあと町民の方々へのヒアリ

ングとなっているが、情報提供がどのようになされるのか心配である。ヒアリ

ングへの参加者と参加されない方とのズレ、このへんが不信感につながらない

ようにしなければならない。不平等感ならないようなことについてどのように

考えているのか。 

教育課長 具体的にはこれから検討していくが、地域への説明は大きな方針での説明にな

るのかと考えている。 

会長 他に質問等ありますか。 

無ければ（３）その他 何かありますか。 

無いようでしたら協議はこれで終了させていただきます。 

課長補佐兼教育総務係長 ありがとうございました。 

６その他 ですが次回開催は２月１０日に開催したいのでよろしくお願いいた

します。それでは、７閉会、教育課長。 

教育課長 本日は貴重なご意見ありがとうございました。 

以上をもちまして第４回庄内町学校適正規模・適正配置審議会を終了します。 

閉 会 （午後7時59分） 

 


